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福
知
山
盆
地
が
一
望
で
き
る
市
中
心
部
の
丘
陵

地
に
建
つ
福
知
山
城
は
、
曲
輪
群
を
築
い
た
平
山
城

と
し
て
の
美
し
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
福
知
山
市

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

春
は
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
お
り
、
法ほ

う

川が
わ

を
挟
ん
で
対
岸
に
あ
る
親

水
広
場
は
、
市
街
地
の
身
近
な
散
策
地
と
し
て
多
く

の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
城
周
辺
の
地
形
が
、

龍
が
臥ふ

し
た
姿
に
似
て
い
た
た
め
「
龍

た
つ
が

城
じ
ょ
う

」
と
称

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
「
昇

し
ょ
う

龍
り
ゅ
う

橋
き
ょ
う

」
が
親

水
広
場
か
ら
城
へ
つ
な
が
っ
て
、
城
と
親
水
広
場
が

一
体
と
な
っ
た
良
好
な
景
観
を
か
も
し
出
し
て
い

ま
す
。 

         

《イ
ベ
ン
ト
情
報
》 

 

第
１
５
回
く
の
一
武
道
大
会 

丹
波
福
知
山
の
段 

【
日
時
】
平
成
２
３
年
８
月
２
０
日
（
土
） 

午
後
０
時
３
０
分
～ 

雨
天
決
行 

 
 

【
場
所
】
福
知
山
城
公
園
周
辺
（
内
記
一
丁
目
） 

 
 

【
内
容
】
ア
ニ
メ
「
忍
た
ま
乱
太
郎
」
原
作
者
尼

子
騒
兵
衛
先
生
の
指
南
に
よ
り
、
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
女
性
忍
者
「
く
の
一
」

が
、
忍
術
競
技
に
挑
戦
し
ま
す
。 

 
 

【
競
技
種
目
】 

手
裏
剣
術
・
弓
矢
術
・
城
攻
め
・
飛
び
石

渡
り
・
水
上
走
り 

 
 

 

※
競
技
種
目
に
つ
い
て
は
変
更
の
場
合
有
り
。 

        

【
問
い
合
わ
せ
】 

く
の
一
武
道
大
会
丹
波
福
知
山
の
段
実
行
委

員
会 福

知
山
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

 
 

 

電

話
（
０
７
７
３
）
２
４-

７
０
３
３ 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
７
３
）
２
３-

６
５
３
７ 

 

 

 

 

皆さん、京都府景観資産登録制度をご存じでしょうか。 

現在、京都府には景観資産登録制度に基づく登録地区が１５地区あり、それぞれの地区の素晴ら

しい景観を守り育てようと地域ぐるみで取り組まれています。 

こうした私たちの住む京都の素晴らしい景観を、もっと多くの人に知ってもらいたいと思い、「電

子かわら版 ～景観資産登録地区～」を発行することとしました。 

今回は記念すべき創刊号として、福知山市・京丹後市・和束町・井手町の景観資産登録地区をご

紹介します。景観資産登録地区では年間を通じて様々なイベントを開催されています。私たちの住

む京都の美しい景観を楽しんでもらうとともに、是非イベントにも参加してくださいね。 

 

【
景
観
資
産
登
録
地
区
第
５
号
】 

市
民
の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と 

福
知
山
城 

（飛び石渡りの様子） 

（手裏剣術の様子） 

（福知山城） 



千
日
会
観
光
祭
京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー

選
手
権
大
会 

  

 
「
久
美
浜
一
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
策
定
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
に
あ
る
３
本
柱
「
水

と
緑
へ
の
挑
戦
」「
賑
わ
い
へ
の
挑
戦
」「
感
動
へ
の

挑
戦
」
に
基
づ
き
、
久
美
浜
湾
や
兜
山
と
調
和
し
た

美
し
く
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
街
な
み
を
子
ど
も
た
ち

に
残
し
、
ま
た
、
交
流
人
口
を
少
し
で
も
増
加
さ
せ

る
た
め
、
こ
の
景
観
に
負
け
な
い
よ
う
な
生
活
環
境

や
街
な
み
保
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

本
区
域
で
、
住
宅
の
新
・
増
改
築
及
び
修
繕
等
を

行
な
う
場
合
は
、
「
久
美
浜
一
区
ま
ち
づ
く
り
協
定

」
に
よ
る
町
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
修
景
基
準
を
遵
守

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
丹
後
市
で
、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
を
活
用
し
、
協
議
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
景
観
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

  

《イ
ベ
ン
ト
情
報
》 

  
 

 

【
日
時
】
平
成
２
３
年
８
月
７
日
（
日
） 

【
内
容
】 

太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
力
一
杯
パ
ド
ル
で

水
面
を
か
き
あ
げ
、
豪
快
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ

な
が
ら
突
き
進
む
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
の
姿
は

迫
力
満
点
！
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
そ
し
て
熱

戦
あ
り
の
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
で
す
。 

 

千
日
会
観
光
祭 

 

 

【
日
時
】
平
成
２
３
年
８
月
９
日
（
火
） 

【
内
容
】 

如
意
寺
の
千
日
会
に
ち
な
ん
で
開
催
さ
れ

る
久
美
浜
町
の
一
大
夏
祭
り
で
浜
公
園
国
体

道
路
に
露
店
が
並
び
、
公
園
内
で
は
ス
テ
ー
ジ

が
設
置
さ
れ
、
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
が

暮
れ
る
と
、
兜
山
の
大
文
字
が
点
灯
さ
れ
、
久

美
浜
湾
へ
は
灯
篭
が
流
さ
れ
、
空
に
は
打
ち
上

げ
花
火
が
上
が
り
ま
す
。
点
灯
さ
れ
た
「
大
文

字
」
を
バ
ッ
ク
に
灯
篭
の
上
に
あ
が
る
花
火
は

夏
の
夜
空
に
す
ば
ら
し
い
大
輪
を
描
き
ま
す
。 

 

         

 

  

和
束
町
は
京
都
府
の
南
の
端
、
奈
良
平
城
京
と
宇
治

平
等
院
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
緑
豊
か
な
山
腹
に

茶
畑
が
広
が
る
、
宇
治
茶
の
主
産
地
で
す
。 

和
束
の
お
茶
の
代
表
は
、
山
吹
色
に
輝
く
煎
茶
で
す
。

町
の
中
心
を
和
束
川
が
東
西
に
流
れ
、
寒
暖
の
差
が
朝

霧
を
生
み
、「
コ
ク
」
の
あ
る
茶
葉
を
育
み
ま
す
。 

こ
の
茶
畑
の
眺
望
風
景
が
、
「
生
業
の
景
観
」
と
し

て
京
都
府
景
観
資
産
登
録
第
１
号
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
、

京
都
府
選
定
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

        

そ
の
和
束
町
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
づ
か
有
機
栽
培
茶

業
研
究
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
セ
ン
タ
ー 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
協
力
し
て
国
際
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
が
開
か
れ
ま
す
。 

宇
治
茶
の
故
郷
、
「
和
束
」
で
和
束
茶
を
通
し
て
、

日
本
を
見
つ
め
直
す
取
り
組
み
と
し
て
、
お
茶
の
挿
し

木
作
業
や
草
引
き
、
茶
園
の
整
枝
、
肥
料
ま
き
、
農
道

【
景
観
資
産
登
録
地
区
第
１
５
号
】 

城
下
町
に
由
来
す
る
風
情
あ
る
久
美
浜
の
街
な
み 

【
景
観
資
産
登
録
地
区
第
１
号
】 

 

宇
治
茶
の
郷 

和
束
の
茶

畑

 

 

 

（久美浜一区の街なみ） 

（和束の茶畑） 



整
備
、
農
家
の
手
伝
い
な
ど
、
和
束
の
茶
業
振
興
を
応

援
し
ま
す
。 

  

《イ
ベ
ン
ト
情
報
》 

 

国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ 

【
日
時
】
平
成
２
３
年
８
月
１
０
日
（
水
） 

～
８
月
２
５
日
（
木
） 

【
場
所
】
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

町
内
一
帯 

【
問
い
合
わ
せ
】 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全
国
事
務
局 

〒
１
６
０-

０
０
２
２ 

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
２-

１-

１
４-

４
０
１ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
３
）-

３
３
５
８-

７
１
４
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）-

３
３
５
８-

７
１
４
９ 

 

          

   

 大
峰
山
の
山
頂
か
ら
の
景
観 

北
は
京
都
の
愛
宕
山
や
京
都
タ
ワ
ー
、
南
は
関
西

文
化
学
術
研
究
都
市
、
生
駒
山
、
金
剛
山
な
ど
奈
良

方
面
を
、
眼
下
に
は
木
津
川
の
流
れ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
展
望
台
で
す
。 

 「
万
灯
呂
」
の
由
来 

展
望
台
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
南
谷
川
上

流
に
あ
る
「
龍
王
滝
」
は
雨
を
司
る
神
と
し
て
日
照

り
の
続
く
折
に
は
雨
乞
い
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
儀
式
で
使
用
し
た
火
を
松
明
に
移
し

て
、
大
峰
山
（
万
灯
呂
山
）
山
頂
ま
で
た
い
ま
つ
行

列
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
様
子
か
ら
「
万
灯
呂

山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

         

万
灯
呂
山
大
文
字 

 

京
都
五
山
の
送
り
火
が
行
わ
れ
る
８
月
１
６
日

に
、
万
灯
呂
山
で
は
電
球
の
大
文
字
が
点
り
ま
す
。

赤
色
電
球
約
６
０
個
を
使
う
「
大
」
の
字
は
幅
約
３

０
メ
ー
ト
ル
。
展
望
台
か
ら
は
五
山
送
り
火
の
「
左

大
文
字
」「
舟
形
」「
鳥
居
形
」
の
送
り
火
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

《イ
ベ
ン
ト
情
報
》 

万
灯
呂
山
大
文
字
点
灯 

 

【
日
時
】
平
成
２
３
年
８
月
１
６
日
（
火
） 

２
０
時
～
２
１
時 

 

【
場
所
】
万
灯
呂
山
展
望
台 

              

（国際ワークキャンプの様子） 

詳細は…http://www.nice1.gr.jp/wcn_59 

 

 

【
景
観
資
産
登
録
地
区
第
９
号
】 

 

万
灯
呂
山
公
園
か
ら
の
山
城
盆
地
の
眺
望 

（万灯呂山公園からの山城盆地の眺望） 

（万灯呂山公園大文字点灯） 

詳細は…http://mantoro.idenet.jp/ 

電
子
か
わ
ら
版
創
刊
号
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

「
自
分
の
街
の
景
観
資
産
登
録
地
区
も
紹
介
し
て
ほ
し
い
。
」

「
も
っ
と
他
に
も
紹
介
し
た
い
景
観
が
あ
る
よ
。
」
等
々
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

～編集後記～ 

http://mantoro.idenet.jp/

